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空知教育センター組合 総合教育会議会議録 

 

 

開催日時 

 

 令和４年２月３日（木） 午前 １１時００分 開会 

午前 １１時１５分 閉会 

 

開催場所 

 

 

 各執務室よりオンライン開催 

 

 

出 席 者 

 

 組合長 前田 康吉  教育長 田中 嘉樹 

委員 吉田 憲司   委員 渡部 一幸   委員 吉村 理明    

委員 古谷 秀樹 

 

欠 席 者 

 

 

 

 

 

事 務 局 

出 席 者 

 

教育次長 諏佐 孝   指導主事・所長 岩田 稔   主幹 吉川 修    

主幹 佐藤 智人    主査 神馬 由佳        

 

 

事 務 局 

欠 席 者 

 

 

副主幹 高橋 伸明   主事 斉藤 理恵 

 

 

 

協議議題 

 

 

 

 

 

（１）空知教育センター組合教育大綱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空知教育センター組合教育委員会 
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教育次長    それでは、総合教育会議を開催いたします。 

まずはじめに、前田組合長から挨拶をお願いいたします。 

 

組合長    皆様、おはようございます。組合長の前田でございます。本日は総合教育会議にご参

加いただきまして、誠にありがとうございます。各市町の教育長であります皆様におか

れましては、時節がら新年度予算、教育行政執行方針の策定、教職員人事協議など例年

の作業のほかに、今年はコロナ対策ということで大変お忙しい中ご出席いただきまして

誠にありがとうございます。 

       この会議の直前の教育委員会会議におきまして、令和４年度からの空知教育センター

事業推進５か年計画を審議し決定した、との報告を、先ほど受けさせていただきました。 

       さて、現行の教育大綱は平成２９年２月に策定し、５年が経過しましたが、小中学校

教育の指導方法につきましては学習指導要領改訂により令和の日本型学校教育の姿が提

示され、新時代の学びを実現していくことが喫緊の課題となっております。そこで、個

別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実し、主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業改善を、教職員の皆様は推進されていることと思います。また、ギガスクール

構想が前倒しとなり、児童生徒に１人１台の端末の配置、さらに高速大容量通信ネット

ワークが整備され、超スマート社会の到来に向けまして持続可能な社会の創り手となる

ことが期待される子どもたちにはさらなる情報活用能力の育成が必要不可欠となってお

ります。 

       本日の会議では、新しい教育大綱を策定するにあたり事業推進５か年計画のテーマや

重点施策を取り入れ協議案としておりますので、ご意見等を賜りたいと存じます。 

       以上、会議にあたりましての冒頭のご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

教育次長    次に次第の３番目、協議議題に入りますが、ここからは組合長に進行していただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 

組合長    それでは私の方で進行させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

      ではまず、空知教育センター組合教育大綱を協議議題とさせていただきます。事務局か 

らの説明を求めます。 

 

所 長    空知教育センター所長の岩田でございます。私から、教育大綱の説明をさせていただ 

きます。 

 １ページをお開き願います。１、教育大綱策定の趣旨については、（１）、（２）は 

関係法令及び組合規約に関係する事項ですので省略し、（３）、（４）について説明い 

たします。 

 組合長も触れていましたが、（３）の２段落目、現行の教育大綱は平成２９年２月に 

総合教育会議におきまして協議し、平成２９年度から本年度末までの５か年間計画とし 

て策定いたしました。（４）令和４年度からの新しい事業推進５か年計画が先ほど教育 

委員会会議で正式決定されましたので、教育大綱につきましてはこの５か年計画の基本 
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方針や重点施策を十分に反映した内容として原案をお示しし、協議いただくところでご 

ざいます。２、教育大綱と事業推進計画の関係、３、教育大綱の期間については記載の 

とおりでございますので、お目通し願います。 

 ２ページをお開き願います。４、教育大綱については、「事業推進のテーマ」「事業 

推進の基本方針」「事業推進の重点施策、事業概要」の３つの体系としたところでござ 

います。本日の会議におきましては、事業推進のテーマと基本方針は教育委員会会議で 

縷々申し上げておりますので、割愛させていただきます。 

 事業推進の重点施策と事業概要については現行の教育大綱と同様に、重点とするのは 

研修事業、研究事業及び情報発信事業でございます。 

（１）実践的指導力の向上に資する研修事業については、教職員は教科に関する専門 

知識と広く豊かな教養を持ち、ギガスクール構想を支える ICT活用指導力の向上が強く 

求められています。空知教育センターは、魅力ある優れた教職員を育成するため、各種 

研修講座などを実施します。 

 （２）今日的な教育課題を解明し、その成果を活かす研究事業については、新時代の 

学びを実現するために教育課題を見つめ、教職員同士が学び合い、高め合うことが必要 

です。また、学校の核となる人材の育成が求められています。空知教育センターは、こ 

れからの時代を見据えた教育の課題解明のため、理論研究や検証授業などを推進する教 

育研究事業を実施いたします。 

 （３）教育活動の充実に活用できる情報発信事業については、教職員が日常の教育活 

動に利活用できる実践事例を搭載するなど、公式ホームページの充実を図ります。 

 以上申し上げ、教育大綱の説明を終わります。 

 

組合長    ありがとうございました。ただいま説明が終わりましたが、この大綱案につきまして、

ご質問ご意見等はございますでしょうか。 

 

       （質問、意見なし） 

       

       特にご意見がないようでございますが、吉田委員、何かご意見がございますでしょう

か。またよろしければですね、沼田町で推進されております小中一貫教育につきまして、

その成果と教職員の皆様方の取り組みについて、少しご発言をいただければと思うので

すが、いかがでしょうか。 

 

吉田委員    ご指名いただきましたので私の考えを述べさせていただきたいと思います。教育大綱 

案につきましては、私は了承いたします。大綱案の２ページ中段下、「事業推進の重点

施策、事業概要」（１）の実践的指導力の向上に資する研修事業の中に、「空知教育セ

ンターは、教師力と学校力の進歩を目指し、魅力ある優れた教職員を育成する」と書か

れています。とても重要なことで、子どもたちは教職員や担任によって、とても影響し

ますので、魅力ある優れた教職員をたくさん育てていただきたいと願っております。 

今、前田組合長さんから沼田町で取り組んでいる小中一貫教育についての発言をとい

うことでございますが、沼田町が小中一貫教育を本格的に進めようとしたのが平成２５
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年で、当時、沼田町の小中学生は、全国学力学習状況調査において、全科目、全国、全

道平均よりも下で、空知管内においても下から１、２番だったという状況でありました。

当時の教育長が、学力を向上させ、子どもたちに自信をつけさせたいという願いで先進

的取り組みを実施している学校を調べていたところ、小中一貫連携教育を実施した学校

が学力も向上してきたという情報を得て、先進地を視察し、核となる教職員、教育委員、

PTA の役員、教育委員会の事務局が、姫路市で開催された全国サミットに参加をし、み

んなで取り組んでいくんだという意識を高めたということでありました。 

しかし当時は義務教育学校や一貫連携教育といった取り組みがまだ学校に浸透してい

ない時でしたので、一般の教職員の理解を得ることや、行動してもらうために大変な時

間をかけて進んできました。現在、乗り入れ授業、小６の中学校登校、ふるさと沼田学

習や英会話力の育成、小中合同の運動会など、徐々に取り組んできたところにより、教

職員の意識も変わってきたと思っております。 

教職員のやる気は翌年から全国学力テストで成果があらわれて、最初に小学校が全科

目全国平均より高くなり、その結果を見た中学校の教職員が奮闘し、翌年小中学校とも

に全科目で全国平均より上となりました。教職員のやる気がもたらす効果が子どもたち

へも影響してくるんだというふうに思っております。ただ、異動で教職員が変わって小

中学校の一貫連携教育の思いを引き継げていけるよう、平成３０年４月に通称沼田学園

として組織を作り、今年で５年目を迎えます。教職員に意識を持っていただく重要なこ

ととして、ここ２年間はコロナで視察に行くことができなかったのですが、毎年核とな

る教職員に道外の先進的な取り組みや参考となる学校に視察に行ってもらい、勉強して

もらうことが非常に効果があるというふうに考えてこれまで実施してきました。しかし、

核となっている教職員も数年たちますと異動となりますので、それを引き継ぐ核となる

教職員を育てていくことが大変だなというふうに現在考えております。 

沼田町は地元に高校がありませんので、義務教育を卒業すると全員が町外の高校へ行

かざるを得ませんので、中学校を卒業する時に、沼田っ子でよかったと言ってもらえる

ような小中一貫教育を目指しているところであります。趣旨とだいぶん違っているかも

しれませんがお許しください。以上でございます。 

 

組合長    ご発言大変ありがとうございました。さすがに沼田町さん、先駆的にご努力されてい

るな、というのがよくわかりましたので、これからも小中一貫のパイオニアとしていろ

いろと頑張っていただきたいなと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、ほかの方でどなたかご意見がございますでしょうか。大綱につきまして・・・

よろしいでしょうか。ないようでございましたらこれでこの協議を終了させていただき

たいと思います。 

 

       （意見なし） 

 

組合長    それでは教育大綱につきましてはこの後正式決定するように取り進めることでよろし

いでしょうか皆様。 
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（異議なし） 

 

組合長     ありがとうございます。そのようにさせていただきます。 

 

最後にそれではその他の事項に入ります。委員の皆様から何かご発言ございますでし

ょうか。 

 

（特になし） 

 

組合長    事務局はいかがですか。 

 

 （特になし） 

 

組合長    それではその他もないようでございますので、以上をもちまして本日の総合教育会議

を終了させていただきます。皆様大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

         

    

  

 


